
平成２８年度 学力向上マニフェスト   荒川区立第三中学校 
 

本年度の指導の重点 

(昨年度の成果と課題を踏ま

えて) 

取組の概要（実施内容） 
評価指標 取組指標（教師側指標） 

    成果指標（子ども側の指標） 

【三中てらこやで学力向上】 

 本校伝統である「三中てら

こや」を即効性のある学力向

上策として実施する。学力向

上調査、各種検定において大

きな成果が見られており、今

年度も基礎・基本の定着と検

定の合格実績を伸ばす。 

・週２日、夜 7:00～8:30 に

プリント学習コース、各種

検定級別学習コースによる

補習授業を実施する。指導

は、教員を目指す学生を採

用し、チームで指導する。

指導補助として保護者のボ

ランティアの参加を募る。 

【取組指標】･･･年間約４０日以上の実施

を目指す。大学生を中心とする外部人材

主導の運営を確立させる。 

【成果指標】･･･全国、都、荒川区の各種

学力向上調査においてそれぞれの正答率

を上回る成果を目指すとともに前年度の

数値を超えることを目標値とする。 

 

【学校図書館学習センター

化・情報センター化推進】 

学校図書館の授業活用を前

提として数値目標を掲げて

学校図書館授業を実践する。

書籍の整備等を積極的に行

い、調べ学習等に活用する。 

・学校図書館の授業活用を

日常的なものとし、学習セ

ンター化を一層進める。特

に読探のソフト活用や教室

での書籍活用等・保護者に

皆様の支援による図書館ボ

ランティアの参加により、

図書館改革を加速させる。 

【取組指標】･･･学校図書館の授業活用を

積極的に進め、下記の数値目標を達成す

る。学校図書館開館日を 245 日以上、学

校図書館授業を年 200 回以上とする。 

【成果指標】･･･図書館利用者生徒数を累

積 16,000 人以上、貸出冊数累積 8,000 冊

以上の数値目標を達成する。 

 

【教科指導でのタブレット

PC、ICT 機器活用の推進】 

 昨年度以上にタブレット

PC を授業活用することで授

業内容の充実・工夫改善を行

う。電子教科書等の ICT 機器

活用で授業改善を行う。 

・各教科におけるタブレッ

ト PC 活用時間を記録し、活

用率を正確に把握する。 

・補習活動等、タブレット

PC 活用を学習に生かす。  

・電子教科書活用を広げ授

業改善に結びつける。 

【取組指標】･･･教科指導におけるタブレ

ット PC 使用率を前年度比で 130％を目

指す。電子教科書の日常的な活用で授業

改善に取り組む。                                                                                      

【成果指標】･･･ICT 機器活用による授業

により、理解度を高め、学力調査や期末

考査の結果を高める。結果を公表する。 

【キャリア教育の推進】 

キャリア教育で求められ

る基礎的・汎用的能力の育成

を体験活動での学びと教科

指導での学びの両面で進め

る。両面をリンクさせること

で一層の学力向上を図る。 

・将来への夢や希望、意欲

の高まりは学力向上につな

がる。「校内ハローワーク」

「おもしろ探求授業」等、

外部人材を活用した体験活

動により将来を見据えた学

ぶ意欲に結びつける。 

【取組指標】･･･事後指導等の工夫により

学ぶ意欲に結びつけ、学力向上調査の意

識調査で、学ぶ意欲等、全ての項目で前

年度数値の２ポイント上を目指す。 

【成果指標】･･･体験活動に積極的に参加

し、将来を見据え意欲的に学ぶ姿勢を身

につける。高い正答率に結びつける。 

【研究推進による授業力向

上を図る】 

「小中一貫教育研究実践校」

荒川区研究指定校「アクティ

ブラーニング」の研究を通

じ、授業力向上を目指し学力

向上へ結び 

 

 

・２つの研究指定校として

年間を通じて研究授業や協

議会を行い、第三中学校と

しての授業水準を高いレベ

ルまで上げる。 

・学識経験者に指導を仰ぎ、

平成 29年 2月 3日の研究発

表会にその成果をまとめ広

く公開する。 

【取組指標】･･･年間約 40 回に及ぶ研究

授業を実施し、協議会等を通じて学力向

上に結びつく指導方法の在り方について

研究する。特に新学習指導要領の目指す

アクティブラーニングについて先進的な

研究を実践する。 

【成果指標】･･･アクティブラーニングの

研究のため生徒自身が能動的な学びを実

践できるようにする。 

【各種検定推進で学力向上】 

各種検定の受検率、合格率

は向上したものの、さらに高

い合格率を目指す。検定教材

の充実や補習活動を推進し、

検定に挑戦する過程で学力

向上を図る。  

 

・「三中てらこや」の検定コ

ース、授業での指導、放課

後補習において検定問題集

等を活用しながら実力を高

めるとともに検定合格者を

増やす取り組みを行う。 

【取組指標】･･･本校での準会場受検を３

種類で毎学期実施し、年間で９回の受検

機会を提供する。 

【成果指標】･･･・各種検定（英検、漢検、

数検等）のそれぞれで受験者数、合格者

数を前年度比、各級１．３倍を目指す。  

 

 

（様式３） 



【評価】 成果指標の達成度から評定（A・B・C）を決める                  

Ａ：達成度９０％以上 → 目標達成と見なし新たな目標を設定する Ｂ：達成度が9割未満5割以上 → 継続実施 Ｃ：達成度が5割未満 → 目標の見直し  
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